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安永正雄（下關會員）
　日毎に旭日のいきほいで登堕しつ、あ
る我が東亜天交協會の躍進にたいして，
會員の一人として私はひそかに心強くも
感じ，頼もしくも思ってみるものですが
一一ｱれといふのも，ひとへに本部諸先
生の努力は勿論のこと地方支部幹喜諸氏
の協力による御かげと深き敬慕の念を禁
じ得ない・
　現在，東亜天工華華の地方支部は鍛十
ケ所あるようですが，それら地方支部が
貸倒まで協會登展のうへにいかほどの債
値ある事：業を一催しを行ってきたでせ
うか，恥くも私は二三の支部を除いては
し］Nro■　といはき“るをそ尋ないように，思ふ・
〔若し私の誤見であれば寛容を乞ふ〕
　ときたま妻戸や贋島の支部で県単の｛
うな催しを行って天文の寳地頭測．座談
がなされたりしてみたが今ではそれもお
化の足のように浩滅したようだ・只夏期
に齢・れる倉敷の二丈講習會が事業とい
へるぐらいで全國幾十の支部が唖の如き
沈獣を守っておられるのぱ何がゆゑでせ
うか，もちろん，支部の大部が素晴らし
い機械を所有せられ學術的には偉大な貢
献と寄與とを學界にさSげてるるのは偉
とすべきだと思ふのでありますが，勘く
も協會蛮展策としての叢策に於て，もっ
ともっと努力が携はれてもよくはないか
と思ふ・その爲には先つどうしても會員
相互の團結が必要ではないでせうか・現
在，全國に散在する會員が各自所属の支
部の指導下に打って一丸となって結び合
ふことが絶騰的必要事であることは云ふ
までSなきことながら，協會今後の即妙
の原動力は帰してこの黙に有るように思
ふ，
　曾員相互の團結といふても全會員の結
合がなく共，支部所在地の幾人，幾十人
の心ある會員が協力献勇するならば，　そ
の進展，損充は期して待つべきものがあ
ると思ふのですが，しかし現在，自分が
みる土地に幾人ザ會員が在住し，しかも
その名は何かといふことさへ知るよすが
もない状態の現勃発員相互の團結が望
まれるでせうか・いわんや會員と支部さ
昏も接近する機愈の疎きに於ては．到底不
可能である．
　それ故に〔會員封會員〕あるひは〔融融
封地方支部〕の緊密なる接近の爲にも，地
方支部に於て何等かの事業を定期的に開
いてもらいたひものである・たとへば年
に一二度　地方支部所在地で講習會又は
講演會をレ月くこと・　そので虚．毎」月一度は例
會を行ふこと等である・
　いつれにもせよ，東亜天文協會の飛躍
的進展を期するためには先づ會員相：互の
團結＿親眞空ヵζ重要であり，　然る後にこ
そ天文豪の曹及したがって會員の屠加も
考へられるのである・
　この意味に於て，たまたま天界誌上に
螢表された東亜天丈協會狡展策としての
地方委艮の設立，支部の増加ならびに支
部事業の開催等の書ては，　まことに機宜
を得たものと思ひ，その實現の一日も速
ならむことをひそかに待望してみるもの
である・（10．5。25）
